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十
月
五
日
、
五
ヶ
荘
小
学
校
と

殿
田
小
学
校
と
の
学
校
統
合
覚
書

調
印
式
が
南
丹
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

調
印
式
で
は
佐
々
木
稔
納
南
丹

市
長
と
地
元
の
佐
々
江
区
大
道
芳

夫
区
長
並
び
に
四
ッ
谷
区
加
地
一

郎
区
長
に
よ
り
覚
書
に
調
印
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十

九
年
度
か
ら
は
五
ヶ
荘
小
学
校
に

通
学
す
る
児
童
は
殿
田
小
学
校
へ

通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
地
区
長
は
「
殿
田
小
学
校
と

五
ヶ
荘
小
学
校
と
の
交
流
事
業
も

行
わ
れ
て
お
り
、
早
い
統
合
を
望

ん
で
い
ま
し
た
」
と
期
待
を
述
べ

ら
れ
、
大
道
区
長
は
「
学
校
跡
地

に
つ
い
て
は
、
地
域
が
活
性
化
で

き
る
も
の
を
造
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
地
元
の
要
望
を
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

五
ヶ
荘
小
学
校
と
殿
田
小
学
校

の
統
合
は
、
平
成
十
四
年
頃
か
ら

地
元
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
教
育
委
員
会

と
の
間
で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
の
学

校
統
合
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

五
ヶ
荘
小
学
校
と
殿
田
小
学
校
が
統
合
へ
　

ー
学
校
統
合
覚
書
調
印
式
ー

南
丹
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
社
会
教
育
の
促
進
お
よ
び
文
化
財
保

護
な
ど
を
目
的
と
し
て
次
の
委
員
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
体
育
指
導
委
員
】

任
期
は
平
成
二
十
年
度
末
ま
で

山
田

洋
三
（
園
部
）

柴
山

徳
子
（
園
部
）

中
村

公
治
（
園
部
）

吉
田

靖
（
園
部
）

谷

正
幸
（
園
部
）

奥
村
梨
恵
子
（
園
部
）

下
司
冨
美
子
（
八
木
）

齊
藤

昌
久
（
八
木
）

西
田

哲
也
（
八
木
）

西
垣

真
史
（
八
木
）

徳
山

隆
司
（
八
木
）

八
木

誠
司
（
八
木
）

川
隅
富
士
夫
（
日
吉
）

村
山

太
三
（
日
吉
）

田
中

悦
美
（
日
吉
）

湯
浅
み
さ
を
（
日
吉
）

磯
部
源
三
郎
（
日
吉
）

坂
本

勇
（
日
吉
）

徳
田

利
春
（
美
山
）

名
古

明
美
（
美
山
）

平
井

幹
人
（
美
山
）

中
島

由
美
（
美
山
）

中
川

敦
雄
（
美
山
）

石
田

武
司
（
美
山
）

【
社
会
教
育
委
員
】

任
期
は
平
成
二
十
年
度
末
ま
で

上
野

嘉
雄
（
園
部
）

高
木

茂
（
園
部
）

前
田

三
子
（
園
部
）

池
田

瞭
（
八
木
）

松
本

則
子
（
八
木
）

麻
田

健
治
（
八
木
）

杉
尾

輝
和
（
日
吉
）

小
栗
須
賀
野
（
日
吉
）

小
畑

弘
（
美
山
）

中
西
多
嘉
子
（
美
山
）

梅
原

正
巳
（
市
内
中
学
校
）

出
野

正
（
市
内
小
学
校
）

【
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
】

任
期
は
平
成
二
十
一
年
度
末
ま
で

河
原

信
之
（
園
部
）

小
林

本
一
（
園
部
）

小
嶋

一
夫
（
園
部
）

宅
間

博
（
八
木
）

井
上

省
三
（
八
木
）

大
槻

左
門
（
八
木
）

久
野

克
己
（
日
吉
）

片
山

義
宏
（
日
吉
）

田
中

忠
夫
（
日
吉
）

東

慧
（
美
山
）

中
野

文
平
（
美
山
）

谷
口

宏
心
（
美
山
）

上
島

享
（
京
都
府
立
大
学
）

福
島

恒
徳
（
花
園
大
学
）

矢
ケ
崎
善
太
郎
（
京
都
工
繊
大
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）


